
２ 水質汚濁 
 

 水質汚濁とは、自然の作用により分解・浄化できないほど多量の有機物、重金属、および他の物

質が公共用水域（河川、湖沼、海域）に流入し、水の汚濁状態が悪化することをいいます。 

 高度成長期に大規模な公害問題を経験した我が国では、その後に整備された水質汚濁防止法など

の規制により、工場・事業場からの排水は汚濁の主要因ではなくなってきました。（表２．１、表

２．４、表２．７、表２．９、表２．１６、表２．１７、表２．２２）公共下水道の普及率が上が

っているとはいえ、水質汚濁に最も大きく影響しているのは家庭から出る生活排水となっています。

 武豊町では、図２．１のとおり石川、新川、堀川などの主な河川、鹿狩池、六貫山新池などのた

め池、河川・海へと流入する排水路、武豊港近海の水質調査を実施し、汚濁状況を把握しています。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 大 日 池       11 六貫山新池       21 北   川 

２ 長 成 池       12 ヲヲガケ排水路     22 久 原 池 

    ３ 鹿 子 田 橋            13 六貫山第１排水路    23 笠 松 川 

    ４ 豊成第２排水路     14 堀川名鉄ガード下    24 熊 野 池 

    ５ 石川名鉄ガード下    15 西門排水路       25 ファイザー沖 

    ６ 中山新池        16 大足排水路       26 武 豊 港 

    ７ 鹿 狩 池       17 別 曽 池       27 旭 硝 子 沖      

    ８ 浅 水 川       18 高 代 池       28 衣浦港突堤 

    ９ 上ケ排水路       19 高 代 川       29 ３号地北 

    10 ア サ リ 池            20 上 新 川 橋            30 ３号地東 

31 ３号地南 

図２．１ 水質調査地点 
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笠 松 川

高 代 川

利用目的の適応性

水 道 １ 級
自 然 環 境 保 全
及びＡ以下の欄に
掲 げ る も の

水 道 ２ 級
水 産 １ 級
水浴及びＢ以下の
欄 に 掲 げ る も の

水 道 ３ 級
水 産 ２ 級
及びＣ以下の欄に
掲 げ る も の

水 産 ３ 級
工 業 用 水 １ 級
及びＤ以下の欄に
掲 げ る も の

工 業 用 水 ２ 級
農 業 用 水
及びＥ以下の欄に
掲 げ る も の

工 業 用 水 ３ 級
環 境 保 全

4.8

1.9

3.2

　　　 項目
　　　 年度
地点

鹿 子 田 橋

石川名鉄ｶﾞｰﾄﾞ下

浅 水 川

堀川名鉄ｶﾞｰﾄﾞ下

上 新 川 橋

北 川

21

3.4

3.2

7.5

3.0

2.0

3.4

1.9 2.4

2.3 2.4

5.4

4.1 5.95.32.0

3.0 8.42.5

4.1

6.25.1 6.4 4.1

3.5

5.9 5.1 6.7

4.4 4.84.7

4.8

3.1 4.0 4.1

6.4 6.0

5.0 4.7 7.0

9.3 10.49.9

4.8

6.4 8.2 8.5

5.3 6.1

2.2 2.5 4.4

4.5 4.93.0 3.0 3.3

6.5

7.8 5.0

8.6

9.4 9.0 9.0

5.43.1 2.4 6.3 6.63.6 4.9

24 2524 25 21 2222 23

2.9 5.0 7.0 7.54.2 4.0 7.2

23

　項目

類型

Ｃ

Ｄ

ＢＯＤ

Ｅ

8mg/ℓ
以　下

10mg/ℓ
以　下

ｐＨ

ＣＯＤ

6.5以上
8.5以下

6.5以上
8.5以下

6.5以上
8.5以下

6.5以上
8.5以下

6.0以上
8.5以下

ＡＡ

Ａ

Ｂ

大腸菌群数

50MPN／
100mℓ以下

1000MPN／
100mℓ以下

5000MPN／
100mℓ以下

6.0以上
8.5以下

ＢＯＤ

1mg/ℓ
以　下

2mg/ℓ
以　下

3mg/ℓ
以　下

5mg/ℓ
以　下

5mg/ℓ
以　上

2mg/ℓ
以　上

2mg/ℓ
以　上

ＳＳ

25mg/ℓ
以　下

25mg/ℓ
以　下

25mg/ℓ
以　下

50mg/ℓ
以　下

―

―

―

基　　準　　値

100mg/ℓ
以　下

ごみ等の浮
遊が認めら
れないこと

ＤＯ

7.5mg/ℓ
以　上

7.5mg/ℓ
以　上

5mg/ℓ
以　上

２．１ 河 川 
 

 平成２５年度は、石川、浅水川、堀川、新川、北川、笠松川、高代川の７河川において水質調査を実施

しました。（表２．２、表２．３、表２．６） 

町内の河川の水質汚濁状況をみますと、調査地点の８地点において若干の変動がありますが、ほぼ横ば

いで推移しています。（図２．２） 

また、石川、堀川、新川にてカドミウム、鉛、六価クロムなど重金属の調査を行いました。（表２．

５） 

 

表２．１ 河川：生活環境の保全に関する環境基準《参考》 

※ 河川の類型別に定められた環境基準を表しています。なお、武豊町内に環境基準が設定されている

河川はありません。 

（単位：mg／ℓ） 

※ 各河川におけるＢＯＤ、ＣＯＤの平成２１年度から平成２５年度までの年平均値を表しています。 

表２．２ 河川ＢＯＤ・ＣＯＤ経年変化 
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（単位：mg／ℓ）
※各河川における全窒素、全りんの平成２５年度の年平均値を表しています。

（単位：mg／ℓ）
※全公共用水域について定められた環境基準を表しています。

（単位：mg／ℓ）
※各河川におけるカドミウム、鉛などの重金属濃度の平成２５年度の測定値を表しています。
　調査を行った全測定地点環境基準に適合しています。

　　　　　　項目
地点

鹿 子 田 橋

石川名鉄ｶﾞｰﾄ ﾞ下

堀川名鉄ｶﾞｰﾄ ﾞ下

上 新 川 橋

項　　　目

基 準 値

　　　　　　　　項目
地点

全　窒　素 全　り　ん

鹿 子 田 橋 5.0 0.20

石 川 名 鉄 ガ ー ド 下 4.3 0.20

浅 水 川 4.3 0.24

堀 川 名 鉄 ガ ー ド 下 4.1 0.28

上 新 川 橋 1.4 0.063

北 川 2.3 0.16

笠 松 川 2.0 0.17

高 代 川 2.7 0.20

人の健康の保護に関する環境基準

0.003
以下

0.01
以下

0.05
以下

0.01
以下

カドミウム 鉛

ヒ素 総水銀

ヒ素 総水銀

0.0005
以下

カドミウム 鉛 六価クロム

六価クロム

<0.0003 <0.005 <0.01

<0.0003 <0.005 <0.01 <0.005 <0.0005

<0.005 <0.0005

<0.005 <0.0005

<0.005 <0.0005

<0.0003

<0.0003 <0.005 <0.01

<0.005 <0.01

表２．３ 河川窒素・りん調査結果 

表２．４ 環境基準および排水基準（抜粋） 

表２．５ 河川重金属調査結果 
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最小値
～

最大値
平均値

最小値
～

最大値
平均値

最小値
～

最大値
平均値

最小値
～

最大値
平均値

最小値
～

最大値
平均値

鹿 子 田 橋 4 7.0～7.5 7.2 1.6～9.3 4.0 4.5～13 7.5 6～14 9 7.8～13.6 10.9

石川名鉄ガード下 4 7.3～8.2 7.7 1.5～3.1 2.4 3.9～6.5 5.4 4～9 6 9.7～12.8 11.7

浅 水 川 4 7.1～7.6 7.3 8.1～11 9.4 8～14 10.4 10～28 20 8.8～12.3 10.6

堀川名鉄ガード下 4 7.0～7.1 7.0 3.4～7.4 5.0 5.3～8.2 7.0 4～15 9 6.4～10.4 8.0

上 新 川 橋 4 7.4～7.7 7.5 1.2～3.6 2.5 3.5～6.8 4.8 3～13 8 6.8～11.9 9.3

北 川 4 7.2～7.4 7.3 4.3～8.9 6.2 5.7～8.8 6.7 3～18 10 6.0～11.6 8.7

笠 松 川 4 7.2～7.4 7.3 2.5～3.6 3.1 4.1～8.3 5.9 4～18 10 6.8～12.2 9.2

高 代 川 3 7.7～9.4 8.8 2.1～4.0 3.0 3.4～8.6 5.4 4～5 4 12.4～14.4 13.6

6.4

ＤＯ調
査
回
数

　　　　　　　項目

地点

ｐＨ ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ

表２．６ 河川水質調査結果 

                                                       （単位：mg／ℓ）

※ 各河川におけるｐＨ、ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ、ＤＯの平成２５年度の測定値の最小値、最大値および年平均値を表しています。 
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ＢＯＤ
ＣＯＤ

図２．２ 河川ＢＯＤ・ＣＯＤ経年変化 
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上新川橋
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ＣＯＤ

0
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北川
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ＣＯＤ
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（年）

高代川

ＢＯＤ
ＣＯＤ
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六貫山新池

別 曽 池

高 代 池

久 原 池

熊 野 池

　　　 項目
　　　 年度
地点

大 日 池

長 成 池

中 山 新 池

鹿 狩 池

ア サ リ 池

利用目的の適応性
基　　準　　値

水 道 １ 級
水 産 １ 級
自 然 環 境 保 全
及 び Ａ 以 下 の 欄 に
掲 げ る も の

水 道 ２ ・ ３ 級
水 産 ２ 級
水 浴 及 び Ｂ 以 下 の
欄 に 掲 げ る も の

水 産 ３ 級
工 業 用 水 １ 級
農業用水及びＣの欄に
掲 げ る も の

工 業 用 水 ２ 級
環 境 保 全

50MPN／
100mℓ以下

1000MPN／
100mℓ以下

5mg/ℓ
以　下

7.5mg/ℓ
以　上

7.5mg/ℓ
以　上

5mg/ℓ
以　上

2mg/ℓ
以　上

ごみ等の浮
遊が認めら
れないこと

1mg/ℓ
以　下

6.0以上
8.5以下

1mg/ℓ
以　下

3mg/ℓ
以　下

5mg/ℓ
以　下

8mg/ℓ
以　下

15mg/ℓ
以　下

―

―

ｐＨ ＳＳＣＯＤ ＤＯ 大腸菌群数

6.5以上
8.5以下

6.5以上
8.5以下

6.5以上
8.5以下

25

　項目

類型

ＡＡ

Ａ

ＣＯＤ

24 22

ＢＯＤ

Ｂ

Ｃ

2422 23

12.2 12.4

25 21

7.7 6.2

9.2

7.1

10.2

23

3.6 4.1

11.0

6.0

12.0

14.5

3.2

21

7.2

12.6

11.0

10.0

2.3

1.8

2.4

2.8

11.58.2 8.0 9.0 8.9

15.3 18.710.9 12.7 16.3

10.1

12.9

13.9

13.8

13.8

12.5 18.3 17.014.2

14.0 15.4

12.0

1.6 2.4 3.8

13.8 17.5 16.5

3.3

5.1

2.9

1.5 5.2 4.11.7 2.1 1.7

3.8

4.8 4.64.2

4.7 5.5

1.9 2.3 2.2

3.73.6 3.3 4.3 5.8 5.8

4.4 3.8

2.5 6.1 5.5

1.8

5.7 10.2 8.5 7.4

5.5 6.2 6.6

6.8 5.85.5

4.9

6.2

8.2 8.24.4 6.1 7.3 5.5

4.6 4.9

※ 湖沼の類型別に定められた環境基準を表しています。なお、武豊町内に環境基準が設定されている

湖沼はありません。 

（単位：mg／ℓ） 

※ 各ため池におけるＢＯＤ、ＣＯＤの平成２１年度から平成２５年度までの年平均値を表しています。 

表２．８ ため池ＢＯＤ・ＣＯＤ経年変化 

２．２ ため池 
 

 平成２５年度は大日池、長成池、中山新池、鹿狩池、アサリ池、六貫山新池、別曽池、高代池、久原池

熊野池の１０地点において水質調査を実施しました。（表２．８、表２．１１、表２．１２） 

 町内のため池の水質汚濁状況を見ますと、若干の変動がありますが、ほとんどのため池はほぼ横ばいで

推移しています。（図２．３） 

また、各ため池にてカドミウム、鉛、六価クロムなど重金属の調査を行いました。（表２．１０） 

 

表２．７ 湖沼：生活環境の保全に関する環境基準《参考》 
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（単位：mg／ℓ）
※　全公共用水域について定められた環境基準を表しています。

（単位：mg／ℓ）

（単位：mg／ℓ）
※　各ため池における全窒素、全りん濃度の平成２５年度の年平均値を表しています。

高 代 池 0.50 0.035

久 原 池 0.49 0.043

<0.005 <0.0005高 代 池 <0.0003 <0.005 <0.01

別 曽 池 <0.0003 <0.005 <0.01

<0.005 <0.01

<0.005 <0.0005

<0.005 <0.0005

<0.005 <0.0005

<0.005 <0.0005

ア サ リ 池 <0.0003 <0.005 <0.01

六貫山新池 <0.0003

<0.005 <0.01

鹿 狩 池 <0.0003 <0.005 <0.01

中 山 新 池 <0.0003 <0.005 <0.01 <0.005 <0.0005

0.50 0.036

中 山 新 池 2.7 0.28

鹿 狩 池 3.0 0.23

熊 野 池 0.52 0.060

ア サ リ 池 1.1 0.069

六 貫 山 新 池 2.2 0.17

別 曽 池

大 日 池 1.4 0.31

長 成 池 3.6 0.38

　　　　　　　　項目
地点

全　窒　素 全　り　ん

<0.005 <0.0005熊 野 池 <0.0003 <0.005 <0.01

久 原 池 <0.0003 <0.005 <0.01 <0.005 <0.0005

　　　　　　 項目

地点
カドミウム 鉛 六価クロム ヒ素 総水銀

基 準 値
0.003
以下

0.01
以下

0.05
以下

0.01
以下

0.0005
以下

鉛 六価クロム

人の健康の保護に関する環境基準

ヒ素 総水銀項　　　目 カドミウム

長 成 池

<0.005 <0.01 <0.005

<0.005

<0.0005大 日 池 <0.0003

<0.0005<0.0003

表２．１１ ため池窒素・りん調査結果 

表２．９ 環境基準（抜粋） 

表２．１０ ため池重金属調査結果 

※ 各ため池におけるカドミウム、鉛などの重金属濃度の平成２５年度の測定値を表しています。 

  調査を行った全測定地点環境基準に適合しています。 
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最小値
～

最大値
平均値

最小値
～

最大値
平均値

最小値
～

最大値
平均値

最小値
～

最大値
平均値

最小値
～

最大値
平均値

最小値
～

最大値
平均値

大 日 池 4 7.7～8.1 7.9 4.7～11 8.0 9.4～13 11.5 22～36 30 <0.5～0.6 0.5 7.6～14.2 10.8

長 成 池 4 9.0～10.0 9.5 9.7～20 12.7 18～20 18.7 20～25 23 <0.5～0.6 0.5 12.6～15.0 13.4

中 山 新 池 4 8.2～10.3 9.4 8.4～17 12.5 11～26 17.0 18～43 27 <0.5～0.5 0.5 13.9～18.4 16.3

鹿 狩 池 4 7.5～10.0 8.7 9.6～15 12.9 9.9～27 16.5 19～49 33 <0.5～0.9 0.6 14.1～20.8 17.2

ア サ リ 池 4 7.7～9.3 8.4 1.9～8.1 4.6 3.3～13 7.4 12～31 20 <0.5～<0.5 <0.5 9.8～12.0 10.7

六貫山新池 4 7.3～10.7 8.4 1.6～8.4 4.4 5.6～14 8.2 5～26 15 <0.5～<0.5 <0.5 10.2～20.2 13.0

別 曽 池 4 7.2～7.8 7.5 1.4～1.5 1.5 3.8～5.6 4.6 2～6 4 <0.5～0.6 0.5 7.8～11.6 9.3

高 代 池 3 7.4～7.7 7.6 1.5～2.5 1.8 2.4～5.6 3.8 2～13 7 <0.5～0.5 0.5 7.9～12.4 10.0

久 原 池 4 6.5～7.6 7.2 1.4～3.6 2.5 3.8～8.0 5.8 3～13 7 <0.5～0.8 0.6 6.0～11.1 9.5

熊 野 池 4 7.1～7.8 7.5 2.9～4.6 3.7 5.4～9.2 6.6 13～24 19 <0.5～<0.5 <0.5 9.4～12.8 10.7

ＤＯ油分
　　　　 項目

地点

調
査
回
数

ｐＨ ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ

表２．１２ ため池水質調査結果 

                                                                  （単位：mg／ℓ） 

※ 各ため池におけるpＨ、ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ、油分、ＤＯの平成２５年度の測定値の最小値、最大値および年平均値を表しています。 

34



0

10

20

30

21 22 23 24 25

（mg/ℓ）

（年）

大日池

ＢＯＤ

ＣＯＤ

図２．３ ため池ＢＯＤ・ＣＯＤ経年変化 

0

10

20

30

21 22 23 24 25

（mg/ℓ）

（年）

長成池

ＢＯＤ

ＣＯＤ

0

10

20

30

21 22 23 24 25

（mg/ℓ）

（年）

中山新池

ＢＯＤ

ＣＯＤ

0

10

20

30

21 22 23 24 25

（mg/ℓ）

（年）

鹿狩池

ＢＯＤ

ＣＯＤ

0

5

10

15

21 22 23 24 25

（mg/ℓ）

（年）

六貫山新池

ＢＯＤ

ＣＯＤ

0

5

10

15

21 22 23 24 25

（mg/ℓ）

（年）

アサリ池

ＢＯＤ

ＣＯＤ

0

2.5

5

7.5

21 22 23 24 25

（mg/ℓ）

（年）

別曽池

ＢＯＤ

ＣＯＤ

0

2.5

5

7.5

21 22 23 24 25

（mg/ℓ）

（年）

高代池

ＢＯＤ

ＣＯＤ

35



560.0

11.0

33.5

417.0

12.8 25.9 11.7 15.3

313.0 249.0 530.0

　　　　 項目
　
年度
地点

豊成第２排水路

上 ケ 排 水 路

ヲヲガケ排水路 20.0

18.0

30.0 24.0 34.7

10.2 9.9

237.0185.0 220.0173.0 123.8

17.0 8.1

14.9 11.8 15.1

24.0 11.2 12.1 11.6

19.0

9.6 9.9

17.5 17.5

15.0

16.2 17.3 13.9

3.5 2.3 2.7 3.9

13.9 15.8

2.9 2.2 2.5 2.8 4.0

12.2 14.5

4.1

21 22 23 24 25

16.0 11.6 13.2 15.9 13.2

六貫山第１排水路

西 門 排 水 路

大 足 排 水 路

ＢＯＤ ＣＯＤ

21 22 23 24 25

（単位：mg／ℓ） 

※ 各排水路におけるＢＯＤ、ＣＯＤの平成２１年度から平成２５年度までの年平均値を表しています。 

２．３ 排水路 
  

平成２５年度は豊成、上ケ、ヲヲガケ、六貫山、西門、大足の６カ所において水質調査を実施しました。

（表２．１３、表２．１４、表２．１５） 

各排水路の水質汚濁状況を見ますと、ほぼ横ばいで推移しています。（図２．４） 

 

表２．１３ 排水路ＢＯＤ・ＣＯＤ経年変化 
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最小値
～

最大値
平均値

最小値
～

最大値
平均値

最小値
～

最大値
平均値

最小値
～

最大値
平均値

最小値
～

最大値
平均値

豊成第２排水路 4 7.9～10.8 9.5 5.7～18 13.2 13～19 15.8 5～17 10 11.1～16.4 13.9

上 ケ 排 水 路 4 7.4～8.1 7.8 1.6～8.6 4.0 2.6～6.0 4.1 3～15 9 6.8～9.9 8.2

ヲヲガケ排水路 4 7.4～8.5 7.8 9.2～29 16.2 9.6～18 13.9 3～10 6 3.4～7.0 4.9

六貫山第１排水路 4 7.5～7.8 7.7 11～20 15.3 9.5～20 15.1 4～25 12 5.6～7.2 6.4

西 門 排 水 路 4 7.1～7.5 7.3 5.3～20 9.6 5.1～16 9.9 3～12 6 6.2～8.9 7.2

大 足 排 水 路 4 5.5～7.2 6.6 20～620 417 21～360 237 13～340 140 2.2～3.5 2.6

ＣＯＤ ＳＳ ＤＯ
　　　　　　　　項
目

地点

調
査
回
数

ｐＨ ＢＯＤ

表２．１４ 排水路水質調査結果 

                                                                    （単位：mg／ℓ） 

※ 各排水路におけるpＨ、ＢＯＤ、ＣＯＤ、ＳＳ、ＤＯの平成２５年度の測定値の最小値、最大値および年平均値を表しています。 
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　　（単位：mg/ℓ）
※　各排水路における全窒素、全りん濃度の平成２５年度の平均値を表しています。

　　　　　　　　　　　項目
地点

0.16

0.9

西 門 排 水 路 0.67

全　窒　素 全　り　ん

4.7

ヲ ヲ ガ ケ 排 水 路

3.3

豊 成 第 ２ 排 水 路

15.4 2.8大 足 排 水 路

5.1

六 貫 山 第 １ 排 水 路

0.69

7.6

6.0

1.66

上 ケ 排 水 路

表２．１５ 排水路窒素・りん調査結果 

図２．４ 排水路ＢＯＤ・ＣＯＤ経年変化 
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ｐＨ ＣＯＤ ＤＯ 大腸菌群数 油分等

Ａ

水 産 １ 級
水 浴
自 然 環 境 保 全
及 び Ｂ 以 下 の 欄 に
掲 げ る も の

7.8以上
8.3以下

2mg/ℓ
以　下

7.5mg/ℓ
以　上

1000MPN／
100mℓ以下

検出され
ないこと

Ｂ

水 産 ２ 級
工 業 用 水
及 び Ｃ の 欄 に
掲 げ る も の

7.8以上
8.3以下

3mg/ℓ
以　下

5mg/ℓ
以　上

―
検出され
ないこと

Ｃ 環 境 保 全
7.0以上
8.3以下

8mg/ℓ
以　下

2mg/ℓ
以　上

― ―

※　海域の類型別に定められた環境基準を表しています

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

※　海域の類型別に定められた環境基準を表しています

全　り　ん全　窒　素
利用目的の適応性

0.03mg/ℓ以下

0.05mg/ℓ以下

0.09mg/ℓ以下

0.2mg/ℓ以下

0.3mg/ℓ以下

0.6mg/ℓ以下

1mg/ℓ以下

　  項目

類型
利用目的の適応性

基　　準　　値

　  項目

類型

水 産 ３ 種
工 業 用 水
生 物 生 息 環 境 保 全

基　準　値

自然環境保全及びⅡ以下の欄に掲げ
るもの（水産２種及び３種を除く）

水 産 １ 種
水浴及びⅢ以下の欄に掲げるもの
（水産２種及び３種を除く）
水産２種及びⅣの欄に掲げるもの
（ 水 産 ３ 種 を 除 く ）

0.02mg/ℓ以下

２．４ 海 水 
 平成２５年度はファイザー沖、武豊港、旭硝子沖、衣浦港突堤の４地点と、衣浦港３号地最終処分場周

辺の３地点、合計７地点において海洋表層の水質調査を実施しました。（表２．１８、表２．２０） 

武豊町の沿岸の海域は、環境基準が設定されています。（図２．５） 

各採水地点の水質汚濁状況を見ますと、全窒素濃度が１地点、全りん濃度が３地点において環境基準を

超えていますが、その他の地点については、環境基準内であり、ほぼ横ばいで推移しています。（図２．

６） 

 また、各地点にてカドミウム、鉛、六価クロムなど重金属の調査を行いました。（表２．１９） 

 

表２．１６ 海域：生活環境の保全に関する環境基準 

表２．１７ 海域の全窒素・全りんに係る環境基準 

図２．５ 伊勢湾・三河湾における全窒素及び全りんに係る環境基準の水域類型指定 
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　　　　　　年度

地点
21 22 23 24 25

ファイザー沖 2.4 2.9 2.6 3.7 2.7

武 豊 港 5.0 3.8 4.7 4.7 3.7

旭 硝 子 沖 2.9 2.9 3.0 3.8 2.7

衣 浦 港 突 堤 2.6 2.8 3.0 3.3 2.6

　　　　　　　

　　　　　　項目

地点
カドミウム 鉛 六価クロム ヒ素 総水銀

ファイザー沖 <0.0003 <0.005 <0.01 <0.005 <0.0005

武 豊 港 <0.0003 <0.005 <0.01 <0.005 <0.0005

旭 硝 子 沖 <0.0003 <0.005 <0.01 <0.005 <0.0005

衣 浦 港 突 堤 <0.0003 <0.005 <0.01 <0.005 <0.0005

３ 号 地 北 <0.0003 <0.005 <0.01 <0.005 <0.0005

３ 号 地 東 <0.0003 <0.005 <0.01 <0.005 <0.0005

３ 号 地 南 <0.0003 <0.005 <0.01 <0.005 <0.0005

　　　　　　　　

　　

表２．１８ 海水ＣＯＤ経年変化 

表２．１９ 海水重金属調査結果 

                                   （単位：mg／ℓ） 
※ 各海域におけるＣＯＤの平成２１年度から平成２５年度までの年平均値を表しています。 

（単位：mg／ℓ） 
※ 各海域におけるカドミウム、鉛など重金属濃度の平成２５年度の測定値を表しています。 

調査を行った全測定地点で環境基準に適合しています。 
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最小値
～

最大値
平均値

最小値
～

最大値
平均値

最小値
～

最大値
平均値

最小値
～

最大値
平均値

最小値
～

最大値
平均値

最小値
～

最大値
平均値

最小値
～

最大値
平均値

ファイザー沖 4 7.9～8.2 8.0 1.0～5.2 2.7 2～9 5 <0.5～<0.5<0.5 6.0～10.4 7.8 0.39～1.30.75 0.073～0.150.107

武 豊 港 4 7.5～8.0 7.8 2.1～5.9 3.7 2～8 6 <0.5～<0.5<0.5 6.0～10.3 7.5 0.72～1.81.14 0.10～0.22 0.14

旭 硝 子 沖 4 8.0～8.3 8.1 1.7～4.7 2.7 3～11 6 <0.5～<0.5<0.5 7.0～11.4 8.5 0.44～1.20.78 0.075～0.0970.087

衣 浦 港 突 堤 4 7.9～8.3 8.1 1.3～5.3 2.6 1～11 6 <0.5～<0.5<0.5 7.2～10.3 8.2 0.40～1.20.72 0.076～0.160.11

全りんＳＳ 油分 ＤＯ 全窒素
　　　　　項目

地点

調
査
回
数

ｐＨ ＣＯＤ

表２．２０ 海水水質調査結果 

（単位：mg／ℓ）

※ 各海域におけるpＨ、ＣＯＤ、ＳＳ、油分、ＤＯ、全窒素、全りんの平成２５年度の測定値の最小値、最大値および年平均値を表しています。 
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図２．６ 海水ＣＯＤ経年変化 
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表２．２２ 人の健康の保護に関する環境基準 

 

項  目 基 準 値     

 カドミウム        0.003㎎／ℓ 以下 

 全シアン        検出されないこと 

 鉛        0.01㎎／ℓ 以下 

 六価クロム        0.05㎎／ℓ 以下 

 ヒ素        0.01㎎／ℓ 以下 

 総水銀        0.0005㎎／ℓ 以下 

 アルキル水銀        検出されないこと 

 ＰＣＢ        検出されないこと 

 ジクロロメタン        0.02㎎／ℓ 以下 

 四塩化炭素        0.002㎎／ℓ 以下 

 １，２－ジクロロエタン        0.004㎎／ℓ 以下 

 １，１－ジクロロエチレン        0.1㎎／ℓ 以下 

 シス－１，２－ジクロロエチレン        0.04㎎／ℓ 以下 

 １，１，１－トリクロロエタン        1㎎／ℓ 以下 

 １，１，２－トリクロロエタン        0.006㎎／ℓ 以下 

 トリクロロエチレン        0.03㎎／ℓ 以下 

 テトラクロロエチレン        0.01㎎／ℓ 以下 

 １，３－ジクロロプロペン        0.002㎎／ℓ 以下 

 チウラム        0.006㎎／ℓ 以下 

 シマジン        0.003㎎／ℓ 以下 

 チオベンカルブ        0.02㎎／ℓ 以下 

 ベンゼン        0.01㎎／ℓ 以下 

 セレン        0.01㎎／ℓ 以下 

 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素        10㎎／ℓ 以下 

 ふっ素        0.8㎎／ℓ 以下 

 ほう素        1㎎／ℓ 以下 

 １，４－ジオキサン        0.05㎎／ℓ 以下 

 

備考１ 基準値は年間平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については、最高値とする。 

  ２ 「検出されないこと」とは、測定方法の欄に掲げる方法により測定した場合において、そ

の結果が当該方法の定量限界を下回ることをいう。 

  ３ 海域については、ふっ素及びほう素の基準値は適用しない。 

  ４ 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の濃度は、規格43.2.1、43.2.3又は43.2.5により測定された

硝酸イオンの濃度に換算係数0.2259を乗じたものと規格43.1により測定された亜硝酸イ

オンの濃度に換算係数0.3045を乗じたものの和とする。 
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水質関係用語 

 

１ 亜鉛（Ｚｎ） 

  亜鉛は、わが国でも比較的多く産出し、トタンのほか合金材料として扱われ、又、乾電池にも使用 

 されています。 

  毒性は、比較的低く、5～6㎎／ℓ で頭痛、下痢を起こし、1000㎎／ℓ で死亡するといわれています。

  

２ 赤潮 

  赤潮とは、プランクトンが異常に増殖することによって、海の水の色が変わる現象をいい、富栄養 

 化していることの代表的な目安となります。 

  赤潮といっても赤色とは限らず、プランクトンの種類によっては、褐色、緑色、ピンク色などさま 

 ざまな色をしています。海洋沿岸や河川の注ぐ湾内に、しかも雨後に強い日射と海面の静かな日が続 

 くときにしばしば発生します。 

  赤潮による被害としては、一般的に魚介類への被害が知られていますが、大量のプランクトンの発 

 生による水質の悪化により生活環境に悪影響を及ぼします。 

 

３ 化学的酸素要求量（ＣＯＤ） 

  主として、有機物による水の汚濁の程度を示す指標で、水中の汚濁物質を酸化剤で酸化するときに 

 消費される酸素の量をいいます。この数値が大きいほど、汚濁が進んでいることを意味します。 

 

４ カドミウム（Ｃｄ） 

  主に、亜鉛の生産に伴って産出される重金属です。 

  大量のカドミウムが長期間にわたって体内に入ると、慢性中毒となり、機能低下を伴う肺障害、胃 

 腸障害、腎臓障害などを起こします。 

 

５ クロム（Ｃｒ） 

  クロムは、耐食性、耐熱性に富み、メッキやステンレス原料として用いられる重金属です。化合物 

 には、青紫色を呈する「三価クロム」化合物と黄～赤色を呈する「六価クロム」化合物があります。 

  「六価クロム」は、特に毒性が強く、皮膚にふれると皮膚炎、潰瘍を起こし、内臓に入ると腹痛、 

 貧血、肝臓障害を起こします。 

 

６ シアン（ＣＮ） 

  青酸（シアン化水素）及びその塩類を総称してシアン化合物といいます。 

  非常に有毒で、吸入又は経口摂取によって容易に吸収され、体内に入ると呼吸困難を起こし、人を 

 死に至らせます。 

  シアンは、メッキ工場などのシアン化合物を使用する事業所や鉱山からの廃液に含まれています。 

 

７ 四塩化炭素 

  カーボンテトラクロライド、テトラクロロメタン、パークロロメタンとも呼ばれ、フルオロカーボ 
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ン類の原料、溶剤、機械洗浄剤、防虫剤などに用いられます。 

  クロロホルム様の特有臭を持つ不燃性の無色透明の液体で、水に溶けにくく揮発性があります。吸 

 入により、中枢神経衰弱を起こしたり、肝臓や腎臓に影響を及ぼします。 

 

８ １，１－ジクロロエチレン 

  主に塩化ビニリデン樹脂の原料として用いられます。 

  動物実験によれば、催奇形性、催腫瘍性があります。 

  人体への影響としては、頭痛、中枢神経障害、知覚神経障害があります。 

 

９ １，２－ジクロロエタン 

  塩化ビニルモノマー、ポリアミノ樹脂の原料などに用いられます。 

  皮膚炎、肺の浮腫、肝臓や腎臓への毒性、角膜への強い影響の原因となります。又、動物実験によ 

 れば、経胎盤の発がん性、催奇形性があります。 

 

10 シス－１，２－ジクロロエチレン 

  染料抽出剤や合成中間体として用いられます。 

  人体には、肝障害等の影響があります。 

 

11 １，３－ジクロロプロペン 

  土壌くん蒸剤や殺虫剤として用いられます。 

  動物実験によれば、肝臓や腎臓に有毒です。 

 

12 ジクロロメタン 

  主にセルロース、樹脂、油脂、ゴムなどの製造に用いられます。 

  経口摂取及び静脈内投与により毒性を示します。吸入及び他の経路により穏やかな毒性があり、吸 

 入により血液及び中枢神経に影響があります。 

 

13 シマジン 

  代表的な畑作用除草剤です。 

  魚毒性Ａ類に分類されます。 

 

14 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 

  窒素化合物のうち、硝酸塩及び亜硝酸塩のことをいい、水中の窒素化合物の一部が微生物により分 

 解され、硝酸塩及や亜硝酸塩を生成します。 

  硝酸塩及び亜硝酸塩は、肥料、火薬製造、ガラス製造の原材料などに用いられます。 

 

15 水銀（Ｈｇ）・アルキル水銀（Ｒ－Ｈｇ） 

  水俣病、第二水俣病の原因となった物質で、常温で銀白色の液体です。 

  水銀化合物には、無機水銀化合物（さらに金属水銀、第１水銀塩、第２水銀塩、アマルガムに分け 

 られます。）と有機水銀化合物（さらにアリル水銀、アルキル水銀に分けられます。）があります。 
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中でも、有機水銀は、毒性が強く、神経系を冒し、手足のふるえ、言語障害、食欲不振などを起こ 

 します。 

 

16 生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ） 

  水がどの程度汚れているかを示す基準です。バクテリアが一定時間（20℃、5日間）に水中の有機 

 物を酸化分解させるのに消費される酸素の量です。この数値が大きいことは、その水の中に微生物に 

 分解されやすい汚濁物質が多いことを意味します。人為的な汚染のない河川では通常1㎎／ℓ 以下、 

 コイ、フナなどは5㎎／ℓ 以下が適当といわれています。 

 

17 セレン 

  ガラス着色剤、ゴム工業の加硫剤、フェノールの溶剤などに用いられます。灰色の光沢のある固体 

 で、多くの金属、非金属とセレン化合物をつくります。 

  化合物の毒性は非常に高く、皮膚障害、胃腸障害、神経過敏症、高度の貧血などを起こします。 

 

18 大腸菌群数 

  人、動物の腸内に寄生する細菌型、主として水、土壌など広く自然界に分布する細菌型及びその中 

 間に存在する細菌型の3型を大腸菌群と総称します。 

  水や食品における大腸菌の存在は人や動物による糞便汚染の指標になります。 

 

19 チウラム 

  硫黄殺菌剤などに用いられています。 

  人体には、痰皮膚発疹、腎障害などの影響があります。 

 

20 チオベンカルブ 

  広く水田に使用されている、チオールカーバメート系の茎葉兼土壌処理剤です。 

 

21 鉄（Ｆｅ） 

  鉄は炭素の含量によって、銑鉄、鋼、軟鉄と大別され、それぞれ性質が異なります。 

  鉄そのものには毒性はほとんどありませんが、第１鉄塩類は有毒で幼児には特に危険です。 

 

22 テトラクロロエチレン 

  無色の液体で、エーテルのような臭いがあり、高濃度の場合、眼、鼻、のどを刺激します。 

  蒸気を吸引すると麻酔作用があり、頭痛、めまい、意識喪失を起こし、又、がんの原因にもなりま 

 す。 

 

23 銅（Ｃｕ） 

貨幣、電球、合金、殺虫剤用として多く使用されてきました。 

毒性は古くから知られており、中毒症状は緑又は青色の吐物を出し、皮膚は青色を帯び、粘膜の疼 

 痛、血圧降下、虚脱などの症状を示します。 
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24 １，１，１－トリクロロエタン 

  ドライクリーニング用溶剤、金属の洗浄剤として用いられます。 

  物理、化学的性質と毒性の低さから消費は伸びています。 

 

25 １，１，２－トリクロロエタン 

  粘着剤、ラッカー、テフロンチューブの生産に用いられます。 

  動物実験により、発がん性があります。 

 

26 トリクロロエチレン 

  金属機械部品などの脱油脂洗剤、有機合成中間体、麻酔剤として用いられています。 

  動物実験により、催奇形性、発がん性、催腫瘍性があります。 

 

27 鉛（Ｐｂ） 

  鉛及びその化合物は、水銀とならんで毒性の強いものの一つです。 

  鉛化合物による中毒は昔から鉛害として知られていますが、現在では印刷業、塗料・顔料業、電池 

 工業などで使用されています。 

  鉛化合物は、肺、消化器、皮膚などを通して吸収され、体内に蓄積して慢性中毒を起こします。 

 

28 ＰＣＢ 

  ポリ塩化ビフェニールともいい、熱に対し安定な油で、水に対し不溶です。トランス、コンデンサ 

 ーなど電気絶縁用に使用されていましたが、現在は生産されていません。 

  慢性中毒の場合、皮膚に塩素ニキビと呼ばれる発疹が表れ、濃度が高い場合は肝臓障害を起こしま 

 す。 

 

29 ヒ素（Ａｓ） 

  ヒ素は金、銀、鉛、亜鉛、銅鉱業の副産物で、ヒ素並びに化合物等もすべて猛毒です。 

  多量に摂取した場合、胃けいれん、嘔吐などの状態となり、重症の場合には死亡することもありま 

 す。慢性では食欲不振、皮膚の病変などの症状を示します。 

 

30 富栄養化 

  富栄養化という言葉は、元来湖沼学で用いられてきた専門用語で、窒素、りんなどの栄養物質の含 

 有量の少ない深くて澄んだ湖沼が、非常に長い年月の間に栄養物質の豊かな浅い湖沼へと変わってい 

 く現象をいいます。 

  伊勢湾、三河湾は、比較的浅い湾で、しかも、湾口部が狭く外海水との水交換の悪い閉鎖性水域の 

 ため、湾内に流入する汚濁物質は蓄積されやすく、プランクトンの異常増殖や水質悪化を引き起こし 

 ています。 

31 ふっ素 

  刺激臭のある淡黄色の気体で、天然には、ホタル石、氷晶石などに含まれています。ふっ素化合物 

 は、鉄鋼、アルミニウム等の精錬用、ガラス加工用、電子部品の加工用などに使用されています。 
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32 浮遊物質量（ＳＳ） 

  水中の砂やプランクトンなど、無機、有機の水に溶けない懸濁性の物質のことをいいます。 

  単に水質汚濁の原因となるだけでなく、河川に汚泥床を形成したり、有機物の場合には腐敗して溶 

 存酸素を消費し、さらに魚類のえらに付着してへい死させたりします。 

 

33 ｐＨ（ペーハー） 

  溶液中の水素イオン濃度を示す値で7を中性とし、強酸性（0～3）、弱酸性（4～7）、弱アルカリ 

 性（7～10）、強アルカリ性（11～14）とわけます。ｐＨの急激な変化は、酸、アルカリ等の有害物 

 質の混入など、異常があったことを推定させます。 

 

34 ベンゼン 

  かつては典型的な有機溶剤として使用されていましたが、その用途はほとんど他の溶剤によって代 

 替されました。 

  人体に対する発がん性が確認されています。 

 

35 ほう素 

  無味、無臭、褐色の粉末で、ほう素化合物はガラス、陶磁器、ほうろう、メッキ工業の原材料など 

 に用いられています。 

 

36 マンガン（Ｍｎ） 

  赤灰色又は銀色の金属で、希酸には容易に溶けて塩となります。粉末は空気中で容易に自然発火し 

 ます。又、体内に蓄積されると筋神経系を冒して、言語障害、顔面硬直、歩行不随などを起こす強い 

 毒性を有します。 

 

37 油分（ノルマルヘキサン抽出物質） 

  油脂、ワックス、グリスなど酸性でノルマルヘキサンにより抽出される物質の総称で、鉱油、動植 

 物油等の量を表す指標として使われています。 

 

38 溶存酸素量（ＤＯ） 

  水中に溶け込んでいる酸素のことで、きれいな川では普通7～10㎎／ℓ 前後含まれています。有機 

 物が増えると消費されて減るため、水質汚濁を示す指標となります。溶存酸素は河川などの自浄作用 

 にとって欠かせないものです。 

 

39 １，４－ジオキサン 

合成皮革用・反応用の溶剤、医薬品の合成原料として用いられます。  

人体には、脳、腎臓、肝臓障害等の影響があると考えられています。。 

動物実験によれば、肝臓や腎臓に有毒です。 
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